
飼料化情報公開体制構築事業
未利用資源飼料化試験情報

1. 試験の概況

2.【原料】試験のために収集した未利用資源について

試験機関等名称

試験実施年度

試験のタイトル（目的）

試験概要

この試験の実用化の可能性

理由

資源

排出物名称

排出元

特　性

処理１
（飼料化のための一次処理）

処理２
（品質保持方法）

留意点

状　態

未利用資源１ 未利用資源 2 未利用資源 3 未利用資源４ 未利用資源５

内容物

乾物中・原物中
水分
粗蛋白質
粗脂肪
可溶無窒素物
ADFom
NDFom
粗繊維
粗灰分

品質保持期間

未利用資源名
対象畜種
試験の内容

効果の概要

成
分(

%)

平成 21 年度

茶殻サイレージの飼料化・利用技術の開発

茶殻（爽健美茶）

茶殻 ( 爽健美茶 ) は未処理では変敗し易く家畜の嗜好性も悪いことから、パイナップル粕を水分調

整剤として加え、さらに乳酸菌を添加してサイレージ化したものを調製し、その発酵品質や飼料成

分・栄養価の分析を行なった。また、搾乳牛・肥育牛・繁殖和牛への給与効果を嗜好性、肥育牛の成長・

繁殖和牛の状態、搾乳牛の乳量や乳質、血液の生化学的検査などで検討した。

TDN 値はとうもろこしサイレージよりやや低かったが、発酵品質は極めて良く有機酸組成も乳酸

がほとんどでＶスコア値は 99.0 点以上であった。嗜好性もよく、肥育牛の成長・繁殖和牛の状態

も正常に維持、搾乳牛の乳量や乳質・脂肪酸組成も正常であった。血液生化学的検査でも異常は見

出されず、血中抗酸化能とサイトカイン遺伝子の発現からも給与による悪影響は認められなかった。

繁殖和牛・和牛肥育・搾乳牛 繁殖和牛：繁殖，和牛肥育：肥育，
搾乳牛：搾乳

東北大学大学院農学研究科・財団法人蔵王酪農センター（宮城）

現在、「茶殻」にチーズ製造で発生する「チーズホエイ」と乾牧草や乳酸菌を混ぜ、1 か月ほど発酵さ

せた「発酵混合飼料」を『乳茶餌』として生産・供給を行っている（財団法人　蔵王酪農センター）。

茶殻

食品製造業

その他
湿潤な茶殻状態

原物中

68.7％

2.6％

0.7％

12.5%

14.2％

1.3％

１カ月以上

脱水
スクリュープレス
で脱水

複数混入製品

パイナップル粕・
乳酸菌を添加混合
後サイレージ化

　

　

　

　

　

　

　

　

自家配合混合器で
攪 拌、フ レ コ ン
バックに貯蔵、脱
気、消 毒 後 サ イ
レージ発酵

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

実用化済み

畜種名 家畜ステージ



３.【飼料】試験に給与した飼料について

4. 試験結果詳細情報の公開について

５. 連絡先

特性 飼料 1 飼料 2 飼料 3 飼料 4 飼料 5
使用した未利用資源

飼料化処理加工方法

給与飼料に占める未利用資源
混入率 (%)

ベースとなる飼料
対象畜種

品質保持期間

給与効果（肉質・乳質、増
体、コストへの効果）

公開の有無

住所

電話番号

e-mail

掲載誌等に発表した場合

所在地（URL等）

家畜のステージ

資源１

繁殖和牛

配合飼料あたり TMR あたり

繁殖

１カ月程度

嗜好性がよく、ボ
ディコンディショ
ンも良好で、茶殻
サイレージ TMR
でコスト低減がね
らえる

豊水正昭（東北大学大学院農学研究科 )・菅井啓二（財団法人蔵王酪農センター）

平成 21 年度未活用・低利用資源飼料化促進事業実証試験成果報告書
「茶殻サイレージの飼料化・利用技術の開発」

東北大学大学院農学研究科動物栄養生化学分野

平成 25 年 3 月 23 日

報告書

　

　

　

資源１

乳酸発酵

原物当たり

20％

原物当たり

10％

肥育牛

肥育

嗜好性がよく、成
長は正常に維持さ
れ、茶殻サイレー
ジ TMR でコスト
低減がねらえる

資源１

乳酸発酵

乳用牛

搾乳

乳量・乳質・脂肪
酸組成に変化はな
く、茶殻サイレー
ジ TMR でコスト
低減がねらえる

　

　

　

　

原物当たり
44％( 但し他にロー
ルサイレージ飽食 )

　

　

　

　

　

粗飼料あたり

１カ月程度       １カ月程度     　          　          

著者名
題名
掲載誌（項）
発行所
発行年月

乳酸発酵


